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乗鞍岳東斜面における雪面の熱収支解析
Heat balance analysis for the snow surface in the Norikura highland
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融雪水は時により土壌へ大量の水分を供給するため、斜面崩壊などを引き起こす可能性がある。また、積雪は
アルベドが高く地表面に届く大気放射を反射するため、気温の上昇を緩和するともいわれている。そのた
め、自然災害の危険を予知したり、大気環境へ与える影響を予測するためにも、積雪表面の融解量およびその
融解過程を明らかにすることは重要である。雪面における表面融解量の推定には日平均気温を用いる
degree-day法がこれまで広く用いられてきた。しかし、融解量の時間変化や詳細な空間分布を議論しようとす
る場合にはdegree-day法では困難である。そこで本研究では乗鞍岳東斜面における気象観測データを用いて熱
収支解析を行い、積雪表面での融解量および融解過程を検討した。 
乗鞍岳東斜面の標高1590 m地点で気象観測を行い、観測地点での平坦な雪面に対し、熱収支解析を行った。観
測データは気温、短波放射、長波放射、湿度、降水量、気圧、風速、積雪深である。熱収支解析には熱収支法
を、乱流輸送量の計算にはバルク法を用いた。熱輸送量は雪面に向かう下向きの方向を正とした。データの解
析は2011年から2014年までの積雪期間について行った。 
この地点では150‐180 cmの最大積雪深が観測される。また、この観測地点における積雪期間の平均風速は
0.8‐1.0 m/s程度であり、積雪期間の平均気温は－3.7 ℃であった。熱収支解析の結果によると、放射収支に
由来する熱量が融雪に最も大きく寄与しており、その割合は総融解熱量に対し110%程度であった。また、顕熱
輸送量が14%の割合を占め、次いで大きかった。一方、潜熱輸送量は負の方向（上向き）に大きく寄与してい
た。放射収支量の寄与の割合が大きいのは乱流輸送量が少ないためであると考えられ、観測地点における積雪
期間の平均風速が0.8-1.0 m/sと弱いことが乱流輸送量を小さくし、さらに、積雪期間の平均気温が－3.7 ℃と
低いことも顕熱輸送量を小さくしている要因であると考えられる。
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